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序章
2016年度東洋大学大学院第53集大学院紀要論⽂において、「イギリス、わがイギリス」、
『白孔雀』を取り上げ、悪女とロレンスとの関連性を検証した。両作品とも、神々しさと
毒々しさが混合した女性登場人物の母性に、男性登場人物が精神的にも肉体的にも蝕まれて
いく過程が描かれており、最終的には、家庭を作りあげていく上で、最も必要とされるはず
の父の完全消滅が用意されていた。今後の母権社会の台頭と、そこに父親たちが抵抗してい
くことをも断念せざるを得ないほどの厳しい状況を、語り手、ないしは、男性登場人物の心
理的葛藤により、読者は思わず息をのむ光景であった。このような構造において、時に横柄
すぎる母権社会の裏側から見える夫、父であるはずの男性陣の孤独と疎外感を、プロットを
追いながら検証していった。
そこで今回は、1920年に発表された『墜ちた女』では、作者ロレンスが、「イギリス、わ
がイギリス」、『白孔雀』では消滅させられた父権社会、男性の⽀配下におけない母権社会を
どのように取り上げていたのかを検証していきたいと思う。
第１章では、大きな岐路に立たされたアルバイナの心理的葛藤が見られる箇所を絞りなが
ら概要を辿っていきたい。果たしてG・ハフが言うように、「二つの部分が融合しておらず、
この本の多くは退屈極まりなく最もロレンスらしくない」（ハフ 90-103）駄作なのか、それ
とも今泉晴⼦のように、「トーンは異なるが不名誉とならない作品」（今泉 164）と、評価に
値する作品なのか。そもそも、これ以外にも様々な賛否両論が生じる理由は何であったのか。
そこの原点を辿りながら、この作品の核心に迫っていきたいと思う。その際に、ロレンス評
論家の多種多様な主張をも参照しながら、作品の全体像と、作者ロレンスの深層心理に迫っ
ていければと思う。そして最終的に、『墜ちた女』を多角的に解析、分析していき、ロレン
スがなぜこの作品をThe Lost Girlとしたのかを検証していきたい。
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第一章
『墜ちた女』（1920）は、主人公である、アルバイナが両親から自立するまでの過程を、繊
細で巧妙、かつ劇的に描き出した作品であるがゆえ、ある意味で、一人の女性の自伝的な小
説のようである。その一方で、語り手が登場人物達とはある一定の距離を置いて語る形式を
取っているため、登場人物の心象風景が主観的な角度ではなく、客観的な視点から物語は紡
ぎだされている。アルバイナは、それまで厳粛な家庭内で、病弱な母と父、精神性を重んじ
る厳格な家庭教師と共に三人で過ごしていた。だが、何の刺激も感動もない閉塞的な片田舎
に倦怠感を感じ、思い切って飛び出し、助産婦という職を獲得する。だが、時もなくして退
職。そんな中、巡業中の外国人舞台団体と意気投合し、そしてその団体に所属していたイタ
リア人チチョに抗えない肉体的な魅力を感じ、アルバイナの直感的な感覚を頼りに、二人は
結ばれる。幸せな生活を手にしたかと思いきや、アルバイナは、突如、自己アイデンテティ
ーの揺らぎを感じる。かつて窮屈さを感じていた格式高く伝統的なイギリス、マンチェスタ
ーの暮らしが懐かしく覚え始め、チチョに対してもかつて感じていたような情熱も消え去る。
そして、イタリアの大自然を目の前にしてやるせなさを感じ、今後の生き方に対しても希望
を持てず、最終的にはアルバイナが大自然を目の前にして途方に暮れる場面で幕が閉じる。
アルバイナは、すでに妊娠しているが、赤⼦誕生の描写は無く、その後の二人の人生の描写
は一切存在しないままである。アルバイナの目の前に広がるのは広大な自然のみで、そして、
本来のチチョ像とも言うべき故郷イタリアでの原始的な暮らしで、野性的な感覚を取り戻し
始めた夫と妻との間に、物質的にも精神的にも大きな隔たりが潜在する形で物語は終わる。
そこで、今回の論⽂では、チチョと出会う前と後を軸にしてアルバイナの変化を辿ってい
きたい。まずは前半、アルバイナが、マンチェスターから飛び出し、様々な経験を通して、
多面的な魅力を身につけていく箇所を見ていきたい。狭い田舎空間で、心臓の悪い母と、融
通の利かない家庭教師、頼りない父に挟まれて育ったアルバイナには、自立性、女性性は頑
に封印されていた。そのようなアルバイナが初めて社会と繋がりを持つきっかけとなったの
は、自身で赤⼦を取り上げる、生命と直結した助産婦という職業を手にしたところからだ。
…Sometimes her blood really came up in the fight, and she felt as if, with her 
hands, she could tear any man, any male creature, limb from limb. A super-human, 
voltaic force filled her. For a moment she surged in massive, inhuman, female 
strength. The men always　wilted. And invariably, when they wilted, she touched 
them with a sudden gentle touch, pitying. So that she always remained friends with 
them. When her curious Amazonic power left her again, and she was just a mere 
woman, she made shy eyes at them once more, and treated them with the inevitable 
female-to-male homage…But her strength was deep and heaving, like the strange 
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heaving of an earthquake, or the heave of a bull as it rises from earth. And by sheer 
non-human power, electric and paralysing, she could overcome the brawny red-
headed fellow…. He would ask her out to ridiculously expensive suppers, and send 
her sweets and flowers, fabulously recherché. He was always immaculately well-
dressed…Of course, as a lady and a nurse,” he said to her, “you are two sorts of 
women in one.”  （42-44）
とりわけ、助産師として板に付き始めたアルバナは、新たな人格を身に付けたかのように
でもあり、マンチェスター狭い田舎空間で育った箱入り娘とは違う風格を醸し出し始める。
そのころ、病院の医師たちは、アルバイナのことを「人間ではなくある生き物」、また、「レ
デイとして看護婦としてきみは一人で二種類の女性」、と形容詞し、その背景に、アマゾン
的な、超人的な女の力に底知れぬ恐怖を感じ、そこから防衛するために、結婚を前提に近寄
ることが出来ない男性の様⼦が描かれている。そして、アルバイナの二面性を察知した男性
医師たちは、彼女のことを、引用箇所からも明らかなように、「一人で二種類の女性だ」と
感知し、容易く彼女に近寄ることを諦めていく。その獰猛さがいつ爆発するのか分からない
だけにより一層、読者も恐怖に慄く。このように、アルバイナに対する何かわけのわからな
い恐怖心が、医師たちの心の中で渦巻いており、この謎である恐怖心をどのようにして克服
していくかが、今後のアルバイナと語り手の距離感に影響を及ぼしていく。
この描写を、今泉晴⼦は、真の自己の目覚め、中産階級の淑女としての肩書きを葬る作業
と論じており（今泉 145）、確かにこのようなアルバイナの急激で両極的な野性的な変化は、
彼女の中で深い自立心、または、独立心の芽生えとも言える。純潔さを重んじた表面的な人
間関係とは真逆の生身の人間、生まれたままの、まだ⽂明に汚されていない状態の赤⼦を取
り上げることとなったアルバイナは、以前の暮らしでは体感出来なかった刺激と興奮を覚え
る日々を過ごしている。「人間ではなくある生き物」と男性医師たちが呼んだのは、原始的
な感覚が自身の仕事を通じてアルバイナに蘇ってきた証であろう。自分たちとは違う何か原
始的な力を隠し持つ女性として、勤務中のアルバイナを分類することで、ある一定の距離を
置いて、客観視している語り手、そして作品内の男性陣の姿が想像できる。そこに、おぞま
しさと畏怖心が唸っているのか、“A super-human, voltaic force filled her. For a moment 
she surged in massive, inhuman, female strength….When her curious Amazonic power left 
her again,…”と、まるで、理性を備えた人間ではなく、本能に赴く動物のようなサバイバル
力を、アルバイナの中に見出し、このようにした形容したのだろう。
このようにマンチェスターで培われた⽂明社会を、捨て去ることで、新たな経験を覚える
アルバイナは、徐々に原始的な世界へと自ら希望して進みだす。この経過を、マンチェスタ
ーとの暮らしと比較して、「闇」、または、家庭教師ミス・フロストから受けた教育方針と比
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較して「コインの裏」と語り手は表現している。この点に関して、藤原満寿⼦は、メダルの
裏側、闇の部分を生きる女として、アルバイナの新たな生き方を見ている。その背景とし
て、厳しい躾を受けて淑女としての体裁を一応整えてみても、どこかで破綻を生じないわけ
にはいかなかったからだと説明しており、土地の名家として世間的にも長年、認められ、家
族間では、高尚な精神性、言わば、他家との優越性は失われるはずがないと信じていたにも
かかわらず、アルバイナの父の世代で悪戯にも困難と混乱を生じさせてしまったと論じ、（藤
原 59）また、今泉晴⼦は、メダルの裏側の世界は個性や人格というものを突き抜けた根底
にある動物的な無頓着さ、無意識の世界、盲目的な力や根源的生命の湧き出る世界へ足を踏
み入れると論じている。（今泉 160）このように、言葉では言い表すことの出来ない、⽂明
化された社会とは対極にある闇の世界を、自ら喜んで引き受けていき、その世界がアルバイ
ナの生きる基準になり始める。そのような状況下でアルバイナの様⼦は以下のように説明さ
れている。
We think not. If we turn over the head of the penny and look at the tail, we don’t 
thereby deny or betray the head. We do but adjust it to its own complement. And so 
with high-mindedness. It is but one side of the medal — the crowned reverse. On the 
obverse the three legs still go kicking the soft-footed spin of the universe, the dolphin 
flirts and the crab leers. So Alvina spun her medal, and her medal came down tails. 
Heads or tails? Heads for generations. Then tails. See the poetic justice. Now Alvina 
decided to accept the decision of her fate. Or rather, being sufficiently a woman, she 
didn’t decide anything. She was her own fate. She went through her training 
experiences like another being. She was not herself, said Everybody. （39）
この「闇」の生活へとより深く介入する極めつけとも言えるきっかけが、チチョとの出会
いである。知的な暮らしぶり、淑女であることの純潔さと高潔さがアルバイナの半分の顔と
すれば、残りの半分は、この野性味溢れるチチョとの出会いにより女性性が開花したアルバ
イナであろう。これが今後のアルバイナの人格形成に影を及ぼすことになる。それでは、ア
ルバイナの変貌を遂げるきっかけとなったチチョとの交流を抜粋しながら検証していきたい。
Ciccio was sitting looking towards the fire. His presence made Alvina tremble. She 
noticed how the fine black hair of his head showed no parting at all — it just grew 
like a close cap, and was pushed aside at the forehead. Sometimes he looked at her, 
as Madame talked, and again looked at her, and looked away. （206）
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語り手はこの場面において、チチョの存在感を“His presence made Alvina tremble.”
と描写しており、アルバイナに何らかの定義不能な影響力を及ぼしているかのようであ
る。その後の会話では、決して言葉数は多くないが、徐々にアルバイナと心を通じ合わ
せていく。
“In England,” he answered suddenly, “horses live a long time, because they don’t 
live - never alive - see? In England railway-engines are alive, and horses go on wheels.” 
He smiled into her eyes as if she understood. She was a trifle nervous as he smiled at 
her from out of the stable, so yellow-eyed and half-mysterious, derisive. Her impulse 
was to turn and go away from the stable. But a deeper impulse made her smile into 
his face, as she said to him… “They like you to touch them…“Who?” His eyes kept hers. 
Curious how dark they seemed, with only a yellow ring of pupil. He was looking right 
into her, beyond her usual self, impersonal. （163）
会話の折りに、アルバイナは、チチョに対して、掴みどころのない、だが、確実に、今ま
でにはない男性の存在感を覚え、この場面で初めてアルバイナは異性に興味を持ち始めてい
る。ただその人が居るだけで鳥肌が立つ感覚にアルバイナは気付いているからだ。そして、
ここでのチチョの視線が、今までの男性登場人物とは違い、普段のアルバイナとは違った側
面を見出しており、“He was looking right into her, beyond her usual self, impersonal.”とい
う描写から、彼女のアマゾン的な野性味をチチョが見抜いている様⼦が伺い知れる。アルバ
イナとチチョとの会話の場面が断片的で話す内容が濃密でない点が、この意味ありげな視線
を、より謎めいたものにさせている。そして、ほんの僅かなチチョのこの所作がアルバイナ
の目に見えない本質部分を悟っているようでもある。このように、アルバイナがチチョに対
して得体の知れない恐怖心を抱くきっかけとなるのが、チチョの視線、驚異的な存在感、そ
して言葉足らずな会話と言っても差し⽀えないだろう。振り返れば、序盤、男性医師から一
目置かれていた「アマゾン的な力」、これが、読者がアルバイナに興味を引き起こすきっか
けとなっていた。だが、ここでは、チチョの方がアルバイナの原始的で、まだ明るみになっ
ていない彼女のセクシャリティを鋭い洞察力をもって察知している。言わば、チチョの登場
により、男性の立場と女性の立場が少しずつではあるが変化してきているのが分かる。次の
引用では、チチョに興味を持ち出したアルバイナが、彼のダンスパフォーマンスに魅了され
るところを見ていきたい。
Ciccio was handsome now: without war-paint, and roused, fearless and at the same 
time suggestive, a dark, mysterious glamour on his face, passionate and remote. A 
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stranger - and so beautiful. Alvina flashed at the piano, almost in tears. She hated his 
beauty. It shut her apart. She had nothing to do with it. （187）
この描写から、初めて語り手は、アルバイナにチチョの驚異的な存在感を読者に感知させ
ている。パフォーマンス中のチチョに、人間が本来持つ原始的、かつ動物的な美しさを覚
え、また、今まで産婦人科で交流してきた男性とは全く違う側面を見出しているのが分かる。
顔の造作や仕草の断片的な描写のみならず、体全体の動き、舞台上で舞う男性の姿が描かれ
ている点から、アルバイナが、表面的なチチョ像ではなく、肉感的なかつ動物的な全体像を
把握しているのが分かる。思いもよらないところで、アルバイナはチチョの中の男性性を見
つけ、そのことが、アルバイナの女性性へと結び付くきっかけとなっている。そのようなチ
チョの演技にすっかり心を奪われたアルバイナだが産婦人科勤務中に、アルバイナが男性医
師に「男性性」を想起させる場面は用意されておらず、潜在能力男性陣がアルバイナの
“amazonic”な力に怯えていた。だが、ここで興味深いことにその逆の現象が起きていて、ア
ルバイナは、この野性味溢れるチチョの男性性に鋭く拒絶反応を引き起こしている。繰り返
しになるが、男性と女性の主従関係が逆になり始めているのが分かる。この点が、この作品
の二面的な要素の原因の一つでもあろうが、チチョの姿を“beautiful”と称え、涙腺がゆるむ
ほど劇的な瞬間であるにも関わらず、このチチョの肉感的な魅力とは何ら関わりを持っては
いないと自分に言い聞かせている。目に映るものがあまりにも蠱惑すぎるあまり、大きく心
が揺さぶられ、対極化する感情に⽀配されているアルバイナの様⼦が伺える。語り手は、こ
の描写において、アルバイナに女性性を目覚めさせて、惑わせている。ピアノを弾いている
最中なので尚更、その困惑が読者の肌に伝わる。
助産婦から、巡業劇団との交流、ピアノ弾きと変化を遂げたアルバイナだが、元を正せ
ば、家庭教師のビネガーから教わる世界がアルバイナの人格形成する上で大部分を占めてい
たはずだったが、いくら過去において知性を重んじるように教育されてきていても、イタリ
ア人チチョとの出会いで覚え始めた、自身の中で眠っていた女性性との出会いは大きく今後
のアルバイナ像に影響を及ぼすことになる。それゆえ、マンチェスターで育てられた過去の
自分と、今現在、自立の道を辿り始めた新たな自分との間に、ジレンマが生じ始める。前者
を今泉晴⼦の言うように、コインの表、後者は前述した通りコインの裏側、チチョが引き金
となった女性性の目覚めでもあり、この二項対立が、アルバイナにかつてない狂気を引き起
こすこととなる。（今泉160）以下の引用は、チチョを故郷のマンチェスターに連れていった
場面である。苦しくも、アルバイナの父が亡くなって間もない頃である。
“You’re a lost girl!” cried Miss Pinnegar.
“Am I really?” laughed Alvina. It sounded funny.
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“Yes, you’re a lost girl,” sobbed Miss Pinnegar, on a final note of despair.
“I like being lost,” said Alvina.
Miss Pinnegar wept herself into silence. She looked huddled and forlorn. Alvina went 
to her and laid her hand on her shoulder. （260-1）
典型的な箱入り娘が、胸に秘めた当時のイギリス社会を⽀配していた、既成概念への抵抗
感を徐々に剥き出しにしていく様⼦は、ロレンスがイギリスから出てフリーダとの駆け落ち
をした情景を彷彿とさせる。『墜ちた女』の執筆開始時期が1913年と考えられており、フリ
ーダとの生活開始期間とほぼ同時であることからもそれを窺い知ることができる。そして、
この引用から、自己確立と女性性の獲得は深く繋がっているのか、彼女の言動に、勢いと猛
獣性を読者にまざまざと見せる場面である。幼少の頃から鬱積していた家庭教師から強制さ
れてきたリスペクタビリティへの疑問、怒り、社会的束縛など、自立と女性性を獲得しつつ
ある今のアルバイナの現状とは極度に異なるがゆえに、感情のふり幅は大きく広がる。この
引用した会話から、長年世話になったビネガーへの反骨的な眼差しが、アルバイナの言動か
ら如実に浮彫りになる。また、周囲から歓迎されない二人だが、二人はついにチチョの故郷
へと向かい、そこで結ばれる。
“I can’t,” she moaned, trying to struggle. But she was powerless.
Dark and insidious he was: he had no regard for her. How could a man’s 
movements be so soft and gentle, and yet so inhumanly regardless! He had no regard 
for her. Why didn’t she revolt? Why couldn’t she? She was as if bewitched. She 
couldn’t fight against her bewitchment. Why? Because he seemed to her beautiful, so 
beautiful. And this left her numb, submissive. Why must she see him beautiful? Why 
was she will-less? She felt herself like one of the old sacred prostitutes: a sacred 
prostitute. （332）
…The lovely translucent pale irises, tiny and morning-blue, they lasted only a few 
hours. But nothing could be more exquisite, like gods on earth. It was the flowers 
that brought back to Alvina the passionate nostalgia for the place. The human 
influence was a bit horrible to her. But the flowers that came out and uttered the 
earth in magical expression, they cast a spell on her, bewitched her and stole her own 
soul away from her. （389）
これらの場面では、具体性を省き、極めて抽象的な描写から、読者はこの二人が実際に肉
体的に結ばれたのか否か多少なり困惑する場面である。それゆえ、この引用から読者は、極
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力人間味を欠いた二入の抽象的な姿しか感じられず、あたかもロレンスが意図的に生の生々
しさ省いたかのような印象を受けなくもない。チチョの野生的な風貌に惹かれ、魔力の仕業
も手伝って、チチョを何とかして獲得しようとしていたにも関わらず、ずっと求めていた場
面に出くわすと、まるで出鼻をくじかれたかのように、見えないところへ両者は放り込まれ
る。ロレンスの抽象的描写ゆえに、二人が本当に互いに血の通った繋がりを求めていたのか
具体的な心情などが見えてこない。二人についてどの描写も極めて抽象的であり、アンビバ
レントな言い回し「聖なる娼婦」で、アルバイナの生態を曖昧化するために彼女の生態を意
図的に省いているように見えなくもない。さらに、ここで男女の⽀配関係が明確になってい
る。ひたすら屈服する側のアルバイナは、チチョの美しさに服従するしか方法がない、抗う
ことのできない魔力にとらわれた華と描写されている。
この具体性を省く、語り手の妙な距離感から何が推し量れるのか。この二人が結ばれる箇
所以外にも、吉村宏一によれば、アルバイナがなぜ助産婦の道に進んだのかの説明を、語り
手が言い落としていることを指摘している。この点に関して、語り手と作品内の人物の距離
感について、常に一定の距離ではなく、そのときそのときの状況で距離が縮んだり遠のいた
りしていることを見つけ、それは、語り手が作品内の人物へ感情移入したが為の結果、この
ような描写になっていると結論付けている。（吉村 71）そこで今回、この引用箇所と、吉村
宏一との見解を当てはめてみると、確かに、肉体の生々しさが排除されていて、また、現実
的な情景が説明されていないことに、すぐさま読者は気付くだろう。物語の鍵を握る重要な
場面を敢えて抽象的、また、間接的な状態で何度も登場させた理由は一体なぜであったのだ
ろうか。さらに、この抽象的な描写内で生じる、チチョとアルバイナの⽀配関係が、圧倒的
にチチョに優位性を持たせていることに違和感を覚えてしまう。
この謎とも言える、語り手と女性主人公との不安定な距離感と⽀配関係の揺らぎは一体ど
こから生じるのだろうか。この問題を解くために、ここから、新たに当時のイギリスの社会
状況、当時のロレンスの実生活、そしてこれに順じたロレンスの心象風景を遡りながら、敢
えて語り手が具体化させないその意図を検証していきたいと思う。
第二章
まず初めに、『墜ちた女』執筆当時のイギリスの時代背景を遡っていくと、特記すべき点
として、19世末から２０世紀初頭にかけて奮闘したサフラジェットと1925年夫人参政権獲得
運動による新しい女の誕生が挙げられる。これに従い、女性が教育を受け、職を持つ機会は
増えていった。これが意味することは、経済的にも精神的にも自立し、結婚して家庭に敢え
て入らない女が珍しくなくなってきた時代でもある。言わば、従来のジェンダー規範ではカ
テゴライズできない女性の誕生であり、武田美保⼦によれば、この歴史的背景がロレンスの
みならず、「新しい女」を題材にした作品が男性作家によって多々残されている点からも、
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作家の興味、関心を引いていたことは想像に難くない。（武田 22）
しかし、このような女性の自立的な活動が高まっているにもかかわらず、『墜ちた女』で
は、その真逆、チチョによるアルバイナの束縛と結末を用意した点に不自然さを感じる。こ
の点を検証していくとどうなるか。この時代背景と作品に因果関係は生じているのだろうか。
そこで、この疑問点を解くためにも、1925年の普通選挙法制定による女性の社会進出への渇
望の状況と、また、そこから想起される「新しい女」でもある、フリーダとの関わり合いは、
その当時どのような状態であったのか。一体ロレンスはパートナーのフリーダをどのように
感じていたのか。これら二点が深く関連しているのではないかとここで思いつくのである。
すなわち、全くの想定外の新しい女の誕生に制御、適応不可能となっていたロレンスと当時
のイギリス男性陣の心のあがきが表出してしまったのではないか。そのようにして考えると、
なぜ語り手が、作品内で要所、最も説明が必要な所で、アルバイナと距離を取っていたのか
が分かりはしないだろうか。ここで、これらの距離感には、このような時代背景、並びに当
時のロレンスが置かれた状況が関わっていないだろうか。そこで、虚構ではなく現実のロレ
ンスの声、すなわち、1920年代から30年代にかけての、女性への嫌悪感と拒絶感を表記した
随筆と詩が存在するので、これらを引用したい。まず始めに、“Cocksure Women and 
Hensure Men”からの一節である。
There are two aspects to women. There is the demure and the dauntless. Men 
have loved to dwell.… on the demure maiden whose inevitable reply is: Oh, yes, if you 
please, kind sir! The demure maiden, the demure spouse, the demure mother -this is 
still the ideal. …We don’t expect a girl skillfully driving her car to be demure, we 
expect her to be dauntless. What good would demure and maidenly Members of 
Parliament be, inevitably responding…She is cocksure, but she is a hen all the time. 
Frightened of her own henny self she rushes to mad lengths about votes, or welfare, 
or sports. Or business, she is marvelous. （417）
当時の「新しい女」への嫌悪感を包み隠さず、エネルギッシュに赤裸々に語っているのが
よく分かる。暴露といってもいい程具体的に、女性による参政権、社会福祉、スポーツ、ビ
ジネスへの介入と明示し,女性陣の獰猛さに飲み込まれそうになりながら必死に、女性を雄
鶏、雌鶏の二種類に分けて、少なからずそこから距離を置きながら自身の私情を紡ぎ出して
いる。この点は『墜ちた女』では明言されていなかった部分であり、オブラートに包んで言
葉を選んでいる嫌いはなく、この⽂面からでは、作品内で描かれた抽象性はもはや感じられ
ない。当時の女性陣に対して思いついた言葉を矢継ぎ早に、不満と憤りで放っている様⼦が
感じられる。このように、作品と随筆に矛盾点を見出すことができる。
― 324 ―
この引用を掘り下げて考えると、普通選挙法制定に伴う男性陣の心理として、時代が生み
出した「新しい女」への危惧感や、元来、男の領域とされてきた政治の世界にまで猛進して
介入してきた女性陣に、やはりどこか馴染めない部分があったのではないかと推論できる。
アルバイナも、言わば、格式高い故郷から離れ、自活生活を試み、そして、直観だけを頼り
に恋人を選んだ、この時代を代表する紛れもない「新しい女」であったことは言うまでもな
い。ゆえに、作者ロレンスは、実生活での新しい女、フリーダ、また、虚構の世界でのアル
バイナとの関係も含め、これら固定概念を覆す斬新な女性陣との間にある一線を置かざるを
得ない状況であったのではないだろうか。何よりロレンス自身の男として体裁を守るための
正当防衛としての手段ではなかったか。そして随筆だけではなく1917年に発表された“Look! 
we have come through！” では、イギリスへと自分たちの⼦供たちに会いたくて戻りたくて
仕方ないフリーダとロレンスの心理戦を表現した詩、“She Comes Back”が所容されている。
ここでは、フリーダの母性に深い嫌悪感を露にしている。
I have seen it, felt it in my mouth, my throat, my chest, my belly,
Burning of powerful salt, burning, eating through my defenceless nakedness.
I have been thrust into white, sharp crystals,
Writhing, twisting, superpenetrated.
Ah, Lot's Wife, Lot's Wife!
The pillar of salt, the whirling, horrible column of salt, like a waterspout
That has enveloped me!
Snow of salt, white, burning, eating salt
In which I have writhed.
Lot's Wife! - Not Wife, but Mother.
I have learned to curse your motherhood,
You pillar of salt accursed.
I have cursed motherhood because of you,
Accursed, base motherhood! （155-6）
“I have cursed motherhood because of you,/Accursed, base motherhood!”から、ロレン
スよりも、前夫、アーネストの⼦供を愛する姿に、激しい憎悪と嫉妬を感じており、母性愛
を悪魔的な要素として忌み嫌っているのが分かる。自分と駆け落ちしたのにもかかわらず、
イギリスに残した自分以外の人間への愛情の未練を忌み嫌っているのが分かる。この描写と
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作品と照らし合わすと、語り手がアルバイナを助産婦から劇団員への加入と移行させた理由
が見えてこないだろうか。というのも、ロレンスは、フリーダの⼦への関与を毛嫌いしてい
るのと同時に、作品内でも、助産婦として、他人の赤⼦を抱くことさえも許さなかった、作
者ロレンスのフリーダへの深い嫉妬心が、作品に投影されたと解釈できる余地を与えはしな
いだろうか。自分のみに注意と愛情が注がれるように、アルバイナとチチョとの間に赤⼦が
誕生する決定的な描写を省き、『白孔雀』で描かれていた母権社会の圧勝とならないように、
言わば、舞台裏の仕事を、チチョでも語り手でもなく、作者ロレンスが一部始終を担ってい
たのではないだろうか。
また、『墜ちた女』から９年後の1929年に発表された「三色すみれ」では、新たな時代と
新たな女性陣に軋轢し、またそこから沸き起こるロレンスの私情が、⽂学作品の人物を介し
てではなくて、直接的にまた率直に切々と語られている。ここに、長年の葛藤、煮えたぎる
感情をどうにかして浄化させようと奮起乱闘しているロレンスの姿がその⽂面から想起され
る。その描写方法だが、秒単位と言ってもいいほど、自分の身に降りかかる不愉快な出来事
を、即座に抹消しているようでもある。ゆえに切迫感が読者にも伝わる。また、日記代わり
に作成していたということもあり、その数は膨大であるが、女性と当時のイギリスについて
の作品には、殊更、不快な感情を爆発させている。「精力的な女性」という作品では、暴力
的にも見える女性のバイタリティーを暴れる軍馬に例えている。また、興味深いことに、「新
しい女」の特性として、教育、雇用、政治介入のみならず、性的な自律も指摘されており、
この点に関しても、彼女たちを肉体的に制御させる意図があったと見て取れる。
このように、時代背景並びに、詩と随筆をも参考にしてくと、語り手と作品内人物の距離
感とは、このようなイギリスにおける、女性の台頭時代背景と、作者ロレンスの深層心理が
潜んでいると解することができる余地を与えはしないだろうか。平凡さを打ち破る真新しい
異性への高揚感と、そして、それらに飲み込まれないようにと拒絶する心情とで板挟みにな
るにつれてロレンス自身の心境も変化、それが、語り手にも影響を及ぼす形となったと見立
てれば筋は通ってくる。語り手に距離感、それは敢えて女性と距離を置いた作者の巧みな工
作であろう。ゆえにアルバイナの「生々しさ」と「性的描写」を省く表現となったのではな
いか。
以上、当時の時代背景とロレンスが置かれた状況を踏まえた上で、見えてきたことをまと
めると、作品内の分裂、アルバイナの二面性、語り手の距離感、どれもが、アルバイナが自
立しはじめてから生じたものであり、興味深いことに語り手の変化が生じ出すのも、同じく、
アルバイナの野生性が露になる所から始まる。この点から、昼の世界、言わば、淑女の世界
のみならず、闇の世界でも生きていけるアルバイナに猛烈な意外性と強烈な恐怖を覚えた作
者は、その不都合な点をいかに解消していくことが、先決事項ではなかったのか。男性とし
ての従来の自己と、新しい女の自我、この二項目を共存させるためには、アルバイナの男性
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を凌駕する知性と野生性、作品内の言葉を借りるならば、コインの裏の部分を具体化させて
いけば、より女性登場人物に権力と主導権を引き渡すことになる。それゆえ、その点を何と
かして誤魔化すことで、不都合な事実、並びに、驚くべき女の悪魔性、野性性を多かれ少な
かれ緊急に省きたかったのではないか。ここに、男性化していくアルバイナを何とかして引
き留めて、女性化させる必要性を、語り手は察知している。このように考察すると、作品内
でもアルバイナの分裂が生じ、また、ロレンスの生の声で編集された随筆と作品内との描写
においても、矛盾する形となった主な理由というのは、作者ロレンスの女性に対する二面的
な印象、作品内では、アルバイナの淑女性と悪女性、昼と夜とでの言動の違いをうまく消化
できず心の中でわだかまりとして蓄積していた証拠ではないか。こう解せば、アルバイナが
チチョと初めて結ばれた時に、その存在感を語り手が「聖なる娼婦」と相反する言葉で美化
し、中和したのも無理はない。彼女の蠱惑的な肉体からある一定の距離を置かないとロレン
スをまた男性を破滅へと導かす、危険な因⼦であることを十二分に理解していた上での操作
ではないか。確かに、時代の制限で、センシュアルな場面を極力抽象的な描写にせざるを得
ない状況であったのも事実であるが、物語が展開していく中で大きな分岐となる箇所で、抽
象的に言いくるめているのはやはり違和感が生じるし、助産婦に至るようになった経緯が省
かれていた点も今回の抽象性と合致する。共通する項目は、「生々しさ」の意図的な欠落で
ある。また、フリーダを通じて女性を深く知ったがために、より女性という生き物に対して
距離を置き、客観視していたのではないかとも感じられる。このように考察すれば、ロレン
ス自身、女性と接する際に他者性を要していたのではないか。登場人物との距離感そのもの
が、ロレンスの女性に対する恐怖心であり、あえて、「抽象的描写」を作品内の要所で取り
入れることで、アルバイナの具現化を明確に避けることができる。
そこで、この作品で解した、女性への不安感を当時のロレンスの感情と結び付けるとどう
なるか。というのも、フリーダとの主従関係のもがきと、『墜ちた女』の構造に共通項が見
出せるのではないかと思うからだ。飯田武郎によれば、この頃ロレンスとフリーダはとの結
婚生活は戦いであり、ロレンスとは対極にフリーダは安定を求め、また故郷に残してきた三
人の⼦供を常に気にかけており、また、これがきっかけで激しく罵り合うこともあった。（飯
田 17-18）そこで、1913年に発表された‘Bei Hennef’を引用して、その点を検証したい。
You are the call and I am the answer,
You are the wish, and I the fulfilment,
You are the night, and I the day.
What else-it is perfect enough,
It is perfectly complete,
You and I,
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What more-?
Strange, how we suffer in spite of this! （152）
最後の心の叫び、“Strange, how we suffer in spite of this!”から、どのようにしたら理想
的な主従関係を構築させられるのか、常にロレンスの頭を悩ます種であったことは容易に想
像できる。男の脳裏内のみで確立されたファンタジー、“You are the call and I am the 
answer,／You are the wish, and I the fulfilment,／You are the night, and I the day.”と歌
い、日常生活での互いの役割を明確化にし、どちらかと言えば、”You”がロレンスを包み込
むような優しい母親を理想として描かれている嫌いがあえる。苦しくも現実では、女の生態
がことごとく理想と相反するため、作品内でも実生活でも、常に二項対立、すなわち、夢と
現実、甘えとエゴ、男と女、束縛と解放、知性と肉体、主人と奴隷というように分裂せざる
を得なかったのだろう。このような状況下に置かれるロレンスの苦しみは、この作品の膨大
な執筆量からも推し量れるように、今後の作家人生への不安と焦りが心を⽀配していたので
はないか。人生の計画も、作品としての起承転結としての展開にも、苦渋していたロレンス
の姿が目に浮かぶ。ここから、ロレンスは、フリーダとの駆け落ちを経験して、女の本質を
知り、その悪女性を、婦人参政権獲得運動の前から、そしてその後も、女性がますます型破
りになっていくことを鋭く察知していたのではないか。“You are the night, and I the day.”
という詩⽂に適応するような女性像が、今後出て来ないであろうと、諦めも感じられる悲壮
感が漂う詩である。
このように考察すると、後半から、ロレンスがアルバイナを地下の世界に潜らせた理由
も、昼の世界で生きている医師の婚約者と破棄させてチチョに抗えない肉体魅力をもってア
ルバイナを心身共々屈服させたのも、また、アルバイナの野生味を奪わせたのも、これらの
諸作業がアルバイナの主体性を奪う形として立ち現れてはいないだろうか。このように、ア
ルバイナに起こる変化は、男性側の体裁と⽀配性、従来のジェンダー規範を守り抜くための
最終手段ではなかったのかと解釈できる余地を与えるのである。それゆえ、チチョとの出会
いを軸に、作者がアルバイナの肉体的特性、原始的な野性味が徐々に排除しているように感
じてしまうのである。この点に、不自然さを感じると同時に、語り手のアルバイナに対する
矛盾した心境が伺えはしないだろうか。ここに、女性に対して、アンビバレントな感情、共
感と拒絶、肯定と否定のような真逆の心情が胸中で唸っていたと想像することができるので
ある
ここで、オープンエンディングで味読すれば、死からの復活、蘇生、言わばアルバイナの
本当の意味での自立、独立と、ポジティブな解釈で事は終える。そのように作品を読み進め
ていけば、従来通りのロレンスのアルバイナの救済物語で締めくくられる。確かに、再び這
い上がるアルバイナの潜在的な生命力、サバイバル力を、語り手は“amazonic”と描写するこ
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とで、仄めかしてはいる。そうすれば、故郷マンチェスターで、家庭教師ビネガーから離れ、
幼少から叩き込まれた高潔さを失った状態にさせられた後に、改めてそこからアルバイナが
等身大で生きることへの意味、意義を問いただすきっかけとなると、⽂字通り再生、蘇生を
想起させる女性擁護の小説になる。だが、この事実以前に、ロレンス自身長年、心の奥で鬱
積した複雑に絡み合った、女性、母親、そして、時代が生み出した、「新しい女」という存
在への決して消えはしない執拗な嫉妬と抵抗感が大きく唸っているのではないかと感知する
のである。
そこで、すでに検証した語り手の距離感、詩、随筆をも踏まえながら、アルバイナの描写
方法を、ポジティブな解釈ではなく、逆手に取って今、改めて解釈すれば、やはり、ロレン
スの女性観に変化が生じたため、自分自身の体裁を守るために自己防衛せざるを得なくなっ
た心理的な焦りが色濃く反映された作品と言えはしないだろうか。作品が分裂してしまった
背景に、「新しい女」の登場と、これ以上そのような型にはまらない、男の言いなりになら
ない女性を増加させないように極力努力した結果と見て取れないだろうか。なぜなら、随筆
と作品との内容不一致から、時代背景とも相まって、ロレンスの「新しい女」への不安と恐
怖心が、アルバイナの人生の歯車を狂わせたと解釈する余地を与えるからである。作者ロレ
ンスの、ある種、焦りが、物語を両極端に分裂させる大きなきっかけとはなり得なかったの
だろうか。その結果が、前半は女性擁護の立場で、だが後半では、女性排除といったところ
へ到着させる形で終わってしまったのではないか。
このように論を立てれば、女性を⽀配仕切れなかった男性側のあがきと焦り、そして、今
後、自身を⽀え保護してくれる良妻賢母の象徴でもある「家庭の天使」をどこに見出せば分
からなくなる不安、そして母親のような大きな愛情に甘えたいという隠し持った感情が混在
していたのではなかろうか。全体構造を今一度見てみると、女性主人公の二面性、ないしは、
作者ロレンス、または当時の男性陣の、新しい女に対する二面的な印象が無意識のうちに作
品を二重構造にさせたのではないか。また、女性の全てを具現化できない、またはしたくな
い未知な部分、その不安要素がアルバイナの人物像に投影される形となったのではないか。
そして、そこへの危機感を唱えた結果、アルバイナの腑に落ちない結末へと導き出されたの
ではないだろうか。どこか釈然としない末路はこのためではないだろうか。そして、悪女的
な要素をいち早く、理解し、そこを幾度となく作品内で警告を唱えたロレンスは、悪女の本
質部分を見抜く鋭い洞察力が備わっていたのだろう。このようなロレンスの迷いと寂寞とし
た不安感が根底で唸っていないだろうか。当時のイギリスの「新しい女」の誕生、また、フ
リーダとの関係で、フリーダを完全に制御出来な憤りと不安が、少なからずこの作品に関与
していると考える余地はないだろうか。
結幕だけ見れば、『白孔雀』のプロットとは正反対であり、ここにきて、ロレンスと語り
手の反逆の意思表示が伺い知れる。ゆえに、ロレンスの巧みな意図により、作品内で主体性
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を奪われたアルバイナを理想像として持っていたのではないだろうか。そうすることで、ロ
レンス自身の体裁が完全に守れると同時に、「男」のテリトリーを侵略されないので何より
安心できる。このように、検証した先には、アルバイナへの印象の推移から生じる作者の気
持ちの迷いとまとめることができはしないだろうか。これらが重層化した挙句、作品の全体
的な分裂へと導かれたのではないか。ゆえに、作者ロレンスの女性観の変化の断層と言って
も差し⽀えないのではないか。
ただ、そのような女性陣に戸惑うロレンスの感情には、決して、恐怖心や、緊張感など、
不安感を想起させる類のみの負の感情だけではないこともここで断っておきたい。従来の形
に捕らわれない良妻賢母の枠を超えた女性の先には、執筆の火種となる、インスピレーショ
ンの魂としてロレンスの心で形を変え、実を結んでいたことも想像できるからだ。実際、ロ
レンスと共に最期まで人生を歩んだフリーダがその典型であろう。桁外れの知識と教養、イ
ギリス人である自分自身とは異なるドイツ人という他者性、すでに母で妻であるゆえの、ロ
レンスを蔑ろにするまでの実の⼦への深い母性愛など、どれを取ってもロレンスの目には真
新しく映っていたはずであろう彼女の姿はまさしく「新しい女」であり、彼女を軸にして
様々な作品は展開していったと想像に難くないからだ。フリーダのような悪女を排除しよう
とするその抵抗感、拒絶感、そして、どれを取っても勝てない敗北感、それこそが実は、ロ
レンスの執筆活動を⽀え、創作へと奮起させていったのではなかろうか。このように考える
と、作品でロレンス自身の心的葛藤の解消を果たしているのではないだろうか。このように、
「新しい女」への不安視がこの作品の大きな起爆剤と化していると言っても過言ではない。
まとめ
今回、1920年に発表された『墜ちた女』を題材に、アルバイナの人物像を浮彫りにし、彼
女とチチョが巡るドラマチックな物語の展開を辿っていった。その際に、アルバイナと語り
手の距離感、二面構造に至ったきっかけ、この二点に着眼した。そうすることで作者ロレン
スの深層心理に迫っていった。そしてその10年前に発表された『白孔雀』での男性登場人物
との違いに目を付け、当時のイギリスの社会情勢や、フリーダとの駆け落ちから始まる放浪
生活と『墜ちた女』との関連性も考察した。
その結果、アルバイナの病院での勤務状況から、ある一定の距離を置いて、アルバイナに
近付いたり遠のいたり、まるで獰猛な動物を檻から眺めているような様⼦で語り手は語り、
男性職員の不安定な心情が伺い知れ、アルバイナを地震やアマゾンといった⽂明社会に捕ら
われない自然状態に例え、どこか人間の手には負えない危険因⼦を孕んだ女性としてアルバ
イナを読者に印象付けていた。また、人間の範疇にカテゴライズ化できない人物像であるが
ゆえに、アルバイナの姿に神秘性が生じさせていた。言わば、アルバイナが男性の心を惑わ
す役目を、前半担っていた。だが、この自立した一女性の未来に危険信号を放ったのが、イ
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タリア人ダンサー、チチョである。彼との出会いから、アルバイナは自身の女性性の目覚め
に戸惑いながらも、チチョの魅力に抗えなくなる。結婚後、チチョの故郷のイタリアで、ア
ルバイナは言い仕切れぬ孤独感を覚え、イギリスの「高潔」とされていた格式高い暮らしに
再び未練を感じ始める。
このように、作品全体が二面的になる大元の要因、女性主人公に大きな打撃を作品内で与
えてしまうのは、作者自身が、新たに誕生した自立した女性陣と、どのようにして関わって
生きていけばいいか困惑していた証拠ではないかと論を立てた。これを検証するために、こ
の作品を執筆時に発表された1910年代初期に書かれた詩と、1929年に発表された随筆を参考
にした。すると、当時の「新しい女」、フリーダへの、拒絶感、憤りが行間から滲み出てお
り、彼女たちの勢力に困惑したロレンスは、実は心身虚脱状態ではなかったのかと推論でき
る内容であった。ここから、語り手とアルバイナの距離感、それは、女性という集合体への
ある種の畏怖心、また、アマゾン的な生命力をも兼ね備えた、従来の固定概念から覆される
意外性への裏切り感、そして、何度も言及している、アルバイナの悪女性への恐怖が原因と
解した。そこで、この心理状態が、アルバイナの故郷マンチェスターからの解放とチチョに
よる束縛という二面的な形で矛盾を成し、最終的にアルバイナを救うことが出来なかったの
ではないかと結論付けた。
『白孔雀』（1910）では、一方的で専制的な母権社会に完敗した、不平等を被ったままの状
態で、攻撃できない男性登場人物たちの、行き場のない怒りと絶望を検証した。ここから脱
却するために、男性陣が取った行動、いかに女性陣の危険要因を排除していくかに注意と焦
点を捧げた作品、それが『墜ちた女』であろう。そして、もうこれ以上、母性という名の権
力を持った登場人物達に男性陣が打ち負かされたくない、という強い反抗心と、このままだ
と、自分たちが、彼女たちの魔力に誘われてしまうかもしれないという危機感が、この作品
の最後で、アルバイナの自立を奪おうとした要因ではなかろうか。このような描写により、
規範を重んじるイギリス紳士が、何とかして従来のジェンダー規範に引き戻したかったその
策が、批評家から二重構造、言わば、アルバイナに対する擁護と非難と捉えられる所以であ
ろう。このような女性主人公を描写することで、実際は、悪女にすっかり魅了、惑わされ、
途方に暮れているロレンスの心情を、アルバイナに託すことで、逆に読者に露呈していると
言えはしないだろうか。ここに、ただただ、彼女に魅惑され、だが同時にそこに飲み込まれ
ないように必死に警告を放つロレンスと語り手の様⼦が立ち現われている。ここで今一度、
『白孔雀』を思い返すと、女性登場人物、特に出産後に激しい母性愛を身に着け、作品全体
を網羅する母親の姿に、ロティ、メグが挙げられるが、ロレンスは、彼女たちに対して、深
い嫌悪感を抱いていた。そこには、神々しいまでの母性への憧憬、畏怖と同時に、自分のみ
を愛してくれない侮蔑感と、それに対する嫉妬の心情が複雑にからからまっていた。そして、
このアンビバレントな感情は、赤⼦の誕生の場面を用意していない点から、『墜ちた女』で
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も引き継がれているのが分かる。
そして、この作品で、１０年前の男性登場人物たちの敗北感を浄化させたかったのではな
いか。そのためにも、作品内では一見、女性の社会的拘束からの解放を試みているようであ
るが、深く掘り下げていくと、女性に対して、「危険要因を省きたい」という作者の偏屈的
な思考が唸っていないだろうか。具体的に言えば、アルバイナの中に存在する男性性を消去
させなければ、作品内で扱い辛い。その状態にさせるために、アルバイナのアマゾン的な非
人間性を完全に除外させ、チチョの抗いきれない肉体的な魅力にアルバイナを巻き込んだと
論を立てれば、筋が通る。
最後に、今一度作品の全体象を見ると、G・ハフが言うように、この作品が一貫性を欠い
た駄作と評されているが、（ハフ 90-103）この見解に対してあえて異論を唱えたい。なぜな
ら、このロレンスの一筋縄でいかない見解こそが、後の長編小説、『虹』、『チャタレイ夫人
の恋人』『息⼦と恋人』への本質的な主題を浮彫りにする際の重大な鍵となると断言出来る
からだ。そもそも、矛盾がない作品には、いかなる研究者も魅力を感じないし、探求心もく
すぶられないのが正直なところであろう。作者ロレンスの矛盾の追求は、本質的な女性像を
浮彫りにする際に極めて重要であると思う。以上、作者ロレンスの精神状況を理解、解読す
ることで、盲点となりがちなジェンダー構造を浮彫りにすることができることが確認できた。
このように、世代、国境は跨ぐが、一男性作家ロレンスの真の声を明確化させていくことは
新しいジェンダー世代を生きる我々にとって、これらの問題解決の糸口となり、並びに、本
当の意味での男女平等への手がかりとなるであろう。今後も、ロレンスと悪女との関係、並
びにそこに渦巻く悪女との関連性を軸にして作品を味読し、分析していければと思う。
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Abstract
In this essay, I examined　“The Lost Girl. “This work has been criticized and overlooked 
by the researchers and critics. One of the reasons is that this work is marred by two-sided 
division and the author’s confusing plot. In this essay, I approached the reason why it is 
divided by two-sided division by focusing on the distance between the narrator and Albina 
from a different point of view.
In chapter one, I followed the stories, analyzing the important scenes. Alvina Houghton is 
the daughter of the tradespeople in Manchester. She struggles to find herself and hopes to 
be independent from her families. After training as a nurse in London, she can handle her 
own life, but she happens to join a travelling theatre group and met a guy who is charming 
and passionate Italian Ciccio. She is overwhelmed by his presence. After that, he makes her 
life confused and finally she gets lost herself in Italy where she starts her married life. She 
expects happy marriage with Ciccio but she is growing the desire to go back to the upper-
class life in Manchester.
In chapter two, I examined the Background of 1920-30 in the United Kingdom. And I found 
out that the new woman is increasing in UK then. They are independent and struggle to 
get a vote to right. They want to be regarded as having the same right as men. They are 
very passionate about involving in the politics, which is regarded as man’s territory. 
Furthermore, in Lawrence’s actual life, he had difficulties in building the relationships with 
Frieda weekly, who wants to go back to the United Kingdom to meet her children. Because 
of these reasons, I found that new woman and Freida get much involved in The Lost Girl.
That is why, anxiety about and refusal of the future new women bring this ambiguous 
ending to preserve the stereo-typical gender rule which is already existed. In other words, 
the narrator prevents her from being independent at the ending. And it is the opposite way of 
the master and slave relationships in The White Peacock which was written in 1910. In this way, 
The Lost Girl is Lawrence's most useful example to study his real feeling for new woman.
